
※同センターの運営は、市からＮＰＯ法人三重みなみ
　子どもネットワークへ委託して行っています。
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伊勢市の情報をお届けします

広報

　市では、仕事と家庭の両立と地域の子育てを支援する
ため、ファミリー・サポート・センター事業を実施して
います。
　同センターは、子育てを助けてほしい人（依頼会員）
の要望に応じて、子育てのお手伝いができる人（提供会員）
を紹介し、相互の信頼と了解の上で、一時的にお子さん
を預かる相互援助の会員組織です。同センターでは、依

頼会員と提供会員を募集しています。
　子育てを終えた人や保育士の資格を持つ人、子どもが好きで、子どもに関わる活動
をしたい人、同センターで子育てのお手伝いをしませんか。

お手伝いをしませんか？
子育ての

いせファミリー・
　サポート・センターで

※提供会員の養成講座を開催します。詳細については、２ページをご覧ください。

こども課（☎21－5561　 21－5555）
いせファミリー・サポート・センター（☎28－5692　 28－5679）

いせファミリー・サポート・
センターのアドバイザーが
依頼会員・提供会員相互の

希望をコーディネート
（調整）します。

平成 27年度の利用状況
●保育施設などへの送迎　　　　　　731 件
●保育施設開始前・終了後の預かり　143 件

など　利用数延べ　1,908 件



ファミリー・サポート・センター事業〔予算額〕877 万 2千円（うち国・県補助金収入 584万 6千円）

　
子
育
て
を
助
け
て
ほ
し
い
人

（
依
頼
会
員
）
の
希
望
す
る
内

容
・
時
間
で
、
子
ど
も
を
有
償

で
一
時
的
に
預
か
る
育
児
援
助

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
依
頼

会
員
と
提
供
会
員
の
両
方
を
兼

ね
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
会
員
登
録
は
無
料
で
、
万
一

の
事
故
に
備
え
て
保
険
に
加
入

し
て
い
ま
す
。

提
供
会
員
っ
て

何
を
す
る
の
？

と　　き 内　　容 講　　師（敬称略）

2月18日㈯
12:50 ～ 13:00
13:00 ～ 15:00
15:10 ～ 17:10

開講式／オリエンテーション
子ども・子育てを取り巻く環境
子どもの生活へのケアーと援助
伊勢市の子育て支援

秋山則子（ＮＰＯ法人三重みなみ子どもネットワーク理事長）
伊勢市健康課保健師

2月19日㈰
10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

子どもの遊び

子どもの事故と安全

山野栄子
　（学校法人大橋学園ユマニテク短期大学設置準備室教員）
富内直美（日本赤十字社三重県支部看護師）

2月25日㈯
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00
16:10 ～ 16:40

保育の心
心の発達・障害について
会則／事業説明

堀川美子（育児支援アドバイザー）
千草篤麿（高田短期大学子ども学科長）
倉木紀子（いせファミリー・サポート・センターアドバイザー）

2月26日㈰
9:30 ～ 12:30

13:30 ～ 16:30

小児看護の基礎知識

身体の発達と病気

岡田まり
　（株式会社ジェネラス訪問看護ステーションほたるいせ管理者）
羽根靖之（はね小児科医院長）

3月4日㈯
9:30 ～ 12:30

13:30 ～ 16:00
子どもの栄養と食生活
講座をふりかえって・
　サポーターとしての心構え

馬場啓子（管理栄養士）
秋山則子
　（ＮＰＯ法人三重みなみ子どもネットワーク理事長）

提供会員養成講座　プログラム

※上記講座の全日程修了者は、3月5日㈰の12時 45分～16時15分に開催の託児実習を受けてください。

提供会員の養成講座を開催
　一時的な子どもの預かりや、保育所・幼稚園への送迎などをしていただく提供会員の養成講
座を開催します。この講座では、子育てに関するさまざまな知識・技術を学ぶことができます。
　自らの子育てのスキル（能力）向上を目指すお父さん・お母さんなども受講をおすすめします。

とき・内容・講師 　下表のとおり
ところ 　小俣農村環境改善センター
対　象 　市内および近隣市町に在住する 20歳以上の人
定　員 　30人（先着順）
受講料 　無料（別途テキスト代 2,100 円が必要）
申し込み 　電話・ファクスで、いせファミリー・サポート・センターへ

※全日程を受講できる人を優先します。全日程を受講できない人は相談してください。
※受講後に提供会員として登録をお願いします。　※託児できます。（無料、要予約）

子育てのお手伝いをしませんか？

（☎28－5692　 28－5679）

若いお母さんを
応援したい

子どもと
触れ合いたい

子育ての
お手伝いを

したい
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平成29年度

　  対 象

こども課（☎21ー5561　 21ー5555）

次の要件を全て満たす児童　　　
◦平成29年４月現在、小学生である
◦保護者が仕事などの理由で昼間家庭にいないため、見守ることができない
※詳しくは、各クラブへ問い合わせてください。

　放課後児童クラブは、仕事などの理由で保護者が昼間家庭にいな
い児童に対して、授業終了後に適切な遊びや活動の場を与えること
により、児童の健全育成を図る施設です。
　平成29年度にクラブの利用を希望する人は、各クラブへ直接申
し込んでください。
※利用するためには登録と利用料が必要です。

放課後児
童クラブの利用児童を募集

募集期間：各クラブへ問い合わせてください民設の放課後児童クラブ

募集期間：2月1日㈬～14日㈫公設の放課後児童クラブ

クラブ名 所在地 電話番号
すみれ学童クラブ第１

常磐3丁目10-44（旧早修幼稚園） 29ー0804
すみれ学童クラブ第２
明照こどもクラブ　楓（かえで） 吹上2丁目5-41 090ー5629ー4439
明照こどもクラブ　楪（ゆずりは） 吹上2丁目7-10 080ー1563ー7950
ひまわり学童クラブ 旭町349（宮山小学校敷地内） 28ー9003
はまっこ学童クラブ 神社港262-1（みなとデイサービスセンター内） 36ー3755
とよはま学童クラブ 西豊浜町1760（旧豊浜西幼稚園） 37ー7071
藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ　厚生学童部 宮後1丁目10-21 65ー7252
藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ　城田学童部 上地町1770（旧城田駐在所） 080ー1622ー5021
藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ　浜郷学童部 黒瀬町1736-2（黒瀬児童センター内） 080ー1622ー5575
学童クラブ　レインボーキッズ 上野町2908（旧沼木幼稚園） 050ー7000ー1819
放課後児童クラブ　銀のスプーン 河崎1丁目14-21 63ー5682
放課後児童クラブ　リンドバーグ佐八 佐八町2060 39ー6802
放課後児童クラブ　リンドバーグ四郷 楠部町2484（旧四郷幼稚園） 24ー6700
あけの学童クラブ 小俣町新村558-21 20ー7166
あけの学童クラブ第２ 小俣町新村558-31 20ー7161
きたはま学童クラブ 村松町3280-6（旧北浜幼稚園） 37ー4099
なないろ学童クラブ 宇治浦田2丁目4-24 070ー1612ー7716

※杉の子学童クラブ（久世戸町5〔修道小学校敷地内〕☎23ー1076）は定員に達しているため募集していません。
※説明会・新規受け付けを終了しているクラブもありますので、各クラブへ問い合わせてください。

クラブ名 所在地 電話番号
二見放課後児童クラブ 二見町茶屋63-4（二見こども未来クラブ） 43ー5665

（二見放課後児童クラブ）二見放課後児童クラブ第２ 二見町茶屋348（二見老人福祉センター内）
小俣放課後児童クラブ 小俣町元町662-1（小俣児童館内） 27ー0509

（社会福祉協議会小俣支所）小俣放課後児童クラブ第２ 小俣町本町3（小俣農村環境改善センター内）
明野放課後児童クラブ 小俣町新村399-3（明野児童館内） 23－0187（明野児童館）
御薗放課後児童クラブ 御薗町長屋2794-1（御薗こどもプラザ） 29ー0886

（御薗放課後児童クラブ）御薗放課後児童クラブ第２ 御薗町長屋2767（ハートプラザみその内）

予算額  2億7,578万円（うち国・県補助金収入1億642万8千円）
3 4広報いせ 平成29年１月15日号 広報いせ 平成29年１月15日号



　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
違
い
、

ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
て
事
業
を

展
開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
公

益
活
動
を
行
う
社
会
的
責
任
だ

け
で
な
く
、
雇
用
と
い
う
側
面

で
の
社
会
的
責
任
も
負
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
業
型
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
は
、
主
に
公
的
な
補
助

金
や
事
業
委
託
に
よ
る
収
入
の

依
存
度
が
高
く
、
会
費
や
寄
付

金
な
ど
で
雇
用
を
支
え
る
に
は
、

ま
だ
ま
だ
力
不
足
の
団
体
が
多

い
の
が
実
情
で
す
。

　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
税
の
優

遇
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

他
の
法
人
と
同
様
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、

細
か
い
税
制
度
の
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
稼
い

で
も
、
何
ら
問
題
は
な
い
の
で

す
。
む
し
ろ
、
稼
ぐ
こ
と
で
公

益
事
業
を
持
続
し
な
が
ら
、
雇

用
が
生
み
出
さ
れ
て
継
続
さ
れ

　
「
い
せ
日
本
語
教
室
」
は
、

伊
勢
市
内
外
に
住
ん
で
い
る
、

ま
た
は
仕
事
な
ど
で
関
わ
っ
て

い
る
外
国
の
人
を
「
日
本
語
」

を
通
じ
て
支
援
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
、
い
ろ

い
ろ
な
国
の
人
た
ち
が
伊
勢
に

来
ら
れ
て
お
り
、
滞
在
期
間
も

人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
人
が
、
伊
勢
や
日
本
に

居
て
困
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
た
め
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
の
学

習
を
支
援
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
文
化
や
行
事
な
ど
で
の
交

流
や
、
生
活
す
る
上
で
の
よ
ろ

ず
相
談
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
日

本
で
の
日
々
の
生
活
が
楽
し
く

な
っ
た
と
い
う
話
や
、
帰
国
後

も
日
本
語
の
学
習
を
続
け
、
さ

ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
テ
ス

ト
に
合
格
し
た
な
ど
と
い
っ
た

う
れ
し
い
話
を
聞
く
こ
と
も
あ

る
の
で
す
か
ら
、
一
石
二
鳥
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

寄
付
を
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

対
価
と
し
て
料
金
を
支
払
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
公
益
活
動
を

応
援
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。

り
ま
す
。私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
、

特
に
日
本
語
の
支
援
を
す
る
上

で
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
（
能

力
）
を
身
に
付
け
る
た
め
、
専

門
家
の
講
座
を
受
け
る
な
ど
、

意
識
の
向
上
を
目
指
し
、
日
々

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
・
２
階
で
、
週
２
回
（
火

曜
日
・
10
時
～
11
時
30
分
、
木

曜
日
・
19
時
～
20
時
30
分
）
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。一
度
、

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

パルティ ４コマ劇場
今
年
の
目
標
は
？

僕
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
や
っ
て
み
よ
う
か
な

何
か
の
お
役
に

立
て
る
…

仲
間
が

で
き
る
し
…

で
も

ま
ず
は
、
や
っ
ぱ
り

健
康
だ
ね

Ｎ
Ｐ
Ｏ・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
20

－

４
３
８
５　

20

－

４
３
８
６
）

●�

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料

　
約
１
１
９
２
万
４
千
円

●
利
用
人
数

　
５
万
９
８
６
６
人

　
（
平
成
27
年
度
）

No.67

い
せ
日
本
語
教
室�

伊
勢
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

伊勢市国際交流協会事務局（市民交流課内）
☎21－5549　 21－5642

いせ日本語教室

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

�

稼
ぐ
と
い
う
こ
と
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避難所運営の模擬体験
（浜郷小６年生が実施）

受賞式会場で

ふれあいサロン

進修地区防災避難訓練

ミニ門松作り

夏祭り

進
修
ま
ち
づ
く
り
の
会

　

平
成
25
年
２
月
に
発
足
し
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
各
団

体
と
助
け
合
い
、
連
携
を
深
め

て
い
ま
す
。
防
災
・
交
流
・
文

化
・
振
興
の
４
委
員
会
を
設
置

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
力
の
向
上

　
２
年
前
に
実
施
し
た
進
修
地

区
全
体
の
防
災
避
難
訓
練
か
ら
、

地
域
防
災
力
の
必
要
性
を
認
識

し
、
昨
年
か
ら
自
治
会
ご
と
に

防
災
力
強
化
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
月
１
回
の
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
で
の
催
し
や
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
伊
勢
音
頭
の
練
習
会
と
披

露
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
交
流

を
促
す
と
と
も
に
、
伝
統
文
化

の
継
承
を
図
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
新
た
な
一
面
を
発
掘
す
る

た
め
、
宇
治
っ
子
Ｐ

フ
 
ォ
 
ト

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

コ
ン
テ
ス
ト
も
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
会え

式し
き

や
大
祭
、
お

伊
勢
さ
ん
マ
ラ
ソ
ン
の
際
に
は

各
種
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

地
域
の
各
団
体
と
連
携
し
て
地

域
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の

啓
発
の
た
め
に
、
広
報
紙
を
発

行
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

神
社
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

平
成
24
年
5
月
に
発
足
し
、

「
走
り
な
が
ら
考
え
る
神
社
ス

タ
イ
ル
」
で
、
基
盤
づ
く
り
の

活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
自

治
会
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
な
が
ら
目
標
達
成

に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動

　
平
成
25
年
度
か
ら
毎
年
、
３

世
代
交
流
事
業
と
し
て
ミ
ニ
門

松
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
12
月
18
日
に
神
社
小
学

校
で
開
催
し
、
温
か
い
豚
汁
の

振
る
舞
い
も
あ
り
、
み
ん
な
で

楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
は
、
神
社
地
区
５

町
合
同
で
夏
祭
り
を
開
催
し
ま

し
た
。
盆
踊
り
や
太
鼓
演
奏
、

縁
日
屋
台
が
あ
り
、
大
勢
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
防
災
活
動
と
し
て
は
、
避
難

所
運
営
に
向
け
た
研
修
会
を
開

催
し
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
防
犯
活
動
で
は
「
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
実
施
中
」
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
板
を
自
動
車
に
装
着
し
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
28
年
３
月
に
は
、
各
公
民
館

広
場
な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
健
康
増
進
事
業
の
健
康
体
操

も
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は

「
腰
痛
や
肩
こ
り
に
効
果
が
あ

る
」
と
、
汗
を
か
き
な
が
ら
体

操
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

「
み
え
の
防
災
奨
励
賞
」を
受
賞
！

　
浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
、
特
色
あ
る
防
災
活
動
に

自
主
的
に
取
り
組
む
団
体
に
贈

ら
れ
る「
み
え
の
防
災
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
で
助
け
合
い
災

害
か
ら
身
を
守
る
」
を
重
点
目

標
に
「
防
災
３
ヶ
年
計
画
」
を

策
定
し
て
、
計
画
的
に
防
災
活

動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
「
新
３

ヶ
年
計
画
」
に
基
づ
き
、
さ
ら

に
活
発
に
活
動
中
で
す
。

　

今
回
は
、進
修
地
区
と
神
社
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
交
流
課（
☎
21

－

５
５
６
３　

21

－

５
６
４
２
）

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
�

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
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市役所本庁舎の改修工事に伴い、一部の部署が第２回目の移転を行います。
仮移転の期間中は、ご不便をお掛けしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

管財契約課（☎２１-５５２６　 ２１-５７００）

※電話番号は変更ありません。　※同一階層内の移転は除きます。

市役所本庁舎の改修工事に伴い
  一部の部署 が移転します

移転部署名 仮移転場所 現在の場所 移転日 仮移転期間（予定）
建築住宅課 旧消防本部・　

　　消防署１階 本館４階 ５月 21 日（日） ５月 21 日～平成 30 年９月

監理課 旧消防本部・　
　　消防署２階 本館４階 ５月 20 日（土） ５月 20 日～平成 30 年９月

都市計画課 旧消防本部・　
　　消防署２階 本館４階 ５月 20 日（土） ５月 20 日～平成 30 年９月

基盤整備課 旧消防本部・　
　　消防署２階 本館４階 ５月 21 日（日） ５月 21 日～平成 30 年９月

維持課 旧消防本部・　
　　消防署２階 本館４階 ５月 21 日（日） ５月 21 日～平成 30 年９月

検査室 旧消防本部・　
　　消防署２階

旧消防本部・　
　　消防署１階 ５月 20 日（土） ５月 20 日～平成 30 年９月

観光振興課 御薗総合支所１階 本館２階 ４月 15 日（土） ４月 15 日～平成 31 年５月

観光誘客課 御薗総合支所１階 本館２階 ４月 15 日（土） ４月 15 日～平成 31 年５月

情報調査室 御薗総合支所３階 本館２階 ４月  ９日（日） ４月  ９日～平成 30 年９月

企画調整課 御薗総合支所３階 本館２階 ４月  ９日（日） ４月  ９日～平成 30 年９月

財政課 御薗総合支所３階 本館２階 ４月  ９日（日） ４月  ９日～平成 30 年９月

商工労政課 御薗総合支所３階 本館２階 ５月 28 日（日） ５月 28 日～平成 31 年５月

議会事務局 小俣総合支所３階 本館３階 ５月  ５日（祝） ５月  ５日～平成 30 年９月

会計課 東庁舎１階 本館１階 ５月 28 日（日） ５月 28 日～平成 30 年９月

戸籍住民課 東庁舎２階 本館１階 ５月  ３日（祝） ５月  ３日～平成 30 年９月

上下水道窓口 東庁舎２階 本館１階 ５月  ３日（祝） ５月  ３日～平成 30 年９月

課税課 東庁舎３階 本館１階 ５月  ４日（祝） ５月  ４日～平成 30 年９月

収納推進課 東庁舎３階 本館１階 ５月  ４日（祝） ５月  ４日～平成 30 年９月

総務課 東庁舎４階 本館２階 ４月 22 日（土） ４月 22 日～平成 30 年９月

管財契約課（守衛室を除く） 東庁舎４階 本館２階 ４月  ８日（土） ４月  ８日～平成 30 年９月

広報広聴課 東庁舎４階 本館２階 ４月  ８日（土） ４月  ８日～平成 30 年９月

職員課 東庁舎５階 本館２階 ４月 22 日（土） ４月 22 日～平成 30 年９月

秘書課 東庁舎５階 本館２階 ５月  ６日（土） ５月  ６日～平成 30 年９月

管財契約課（守衛室） 東庁舎地階 本館１階 ５月 28 日（日） ５月 28 日～平成 30 年９月

福祉総務課（臨時福祉給付金係） 東庁舎地階 本館３階 ４月 23 日（日） ４月 23 日～平成 30 年３月

●第２回目の移転部署

第２回目
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移転後の
配置図

P8 へ続きます

3F

2F

1F

1F

御薗総合支所

旧消防本部・消防署

（御薗町長屋 1221）

（神田久志本町 1436-1）

〈移転部署〉
（1F）◦観光振興課
　　◦観光誘客課
（3F）◦情報調査室
　　◦企画調整課
　　◦財政課
　　◦商工労政課

〈移転部署〉
（1F）◦建築住宅課
（2F）◦監理課
　　◦都市計画課
　　◦基盤整備課
　　◦維持課
　　◦検査室

観光振興課

（現状の配置）

（現状の配置）

（現状の配置）

農業委員会
事務局

階段
正面玄関

会議室

農林
水産課

機械室

階段

観光誘客課御薗・
生活福祉課

トイレ トイレ
倉庫

書庫

階段

土地改良区機械室

書庫ＥＶ

宮川御薗 防災無線室

階段

情報調査室
企画調整課
財政課

会議室 商工労政課

トイレ

車庫・倉庫

建築住宅課

用地課
（現状の配置）

正面玄関

トイレ

駐　　車　　場

倉庫交通政策課
（現状の配置）

バルコニー
（屋外）

倉庫

相談室会議室

トイレ

維持課 監理課
基盤整備課

都市計画課

検査室

ＥＶ ･･･
　エレベーター
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議場

議会事務局

議長室

副議長室

議員控え室
議員控え室

トイレ

ＥＶ

階段

移転後の
配置図

ＥＶ ･･･ エレベーター

2F

1F
東庁舎

小俣総合支所

〈移転部署〉
（1F）◦会計課
（2F）◦戸籍住民課
　　◦上下水道窓口

〈移転部署〉
（3F）◦議会事務局
　　◦議場
　　◦議員控え室

正面玄関

介護保険課

高齢・障がい福祉課 会計課

ケア
地域包括

推進課

医療保険課
介護保険課
（介護認定係）

EV

階段

トイレ

※
※ ※

※

※

　   

収納推進課
（徴収嘱託員）生活支援課

福祉総務課

ＥＶ

トイレ

戸籍住民課

上下水道窓口
こども家庭
相談センター

相談室

こども課

階段

※

※

※

※

 ※　･･･ 同一階層内の移転
ＥＶ ･･･ エレベーター

3F
（小俣町元町 540）
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3F

4F

5F

地階

市役所本庁舎の改修工事に伴い一部の部署 が移転します第２回目

東庁舎
〈移転部署〉
（3F）◦課税課
　　◦収納推進課
（4F）◦総務課
　　◦管財契約課（守衛室を除く）
　　◦広報広聴課（記者クラブ）
（5F）◦職員課
　　◦秘書課（市長室、副市長室）
（地階）◦管財契約課（守衛室）
　　◦福祉総務課（臨時福祉給付金係）

危機管理課
防災施設整備課

課税課

収納推進課

トイレ

ＥＶ

階段

※
※

トイレ

閲覧室

管財契約課

広報広聴課
（記者クラブ）

電算室

消費者相談窓口

総務課

機械室

会議室

EV

階段

トイレ

副市長室

バルコニー（屋外）

機械室

市長
応接室市長室 秘書課

会議室

職員課

EV

階段

物置

福祉総務課
（臨時福祉給付金係）

ＥＶ
機械室

管財契約課
（守衛室）

車両係

 ※　･･･ 同一階層内の移転
ＥＶ ･･･ エレベーター
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当
院
で
は
、
※
Ｄ
Ｐ
Ｃ
〔
包

括
医
療
費
支
払
い
制
度
〕
デ
ー

タ
か
ら
全
国
統
一
の
定
義
と
形

式
に
基
づ
い
た
指
標
を
作
成
し
、

そ
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
情
報
を
公
表
す
る
目
的

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
公

開
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
当

院
の
特
徴
や
急
性
期
医
療
の
現

状
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
平
成
27
年
度

中
に
当
院
の
一
般
病
棟
を
退
院

し
た
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
基

に
７
項
目
の
指
標
を
作
成
し
、

公
開
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
自
動
車
損
害
賠
償
責

任
（
自
賠
責
）
保
険
や
労
働
者

災
害
補
償
（
労
災
）
保
険
の
適

用
、
医
療
費
の
全
額
自
費
負
担

な
ど
の
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ
は

対
象
外
で
す
。

　
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
に

当
院
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

き
、
安
心
し
て
治
療
を
受
け
て

療
養
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

７
項
目
の
指
標

①
年
齢
階
級
別
退
院
患
者
数

②
診
断
群
分
類
別
患
者
数
等

　

�（
診
療
科
別
患
者
数
上
位
３

位
ま
で
）

③�

初
発
の
５
大
癌が

ん

の
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

〔
国
際
対
が
ん
連
合
〕
病
期

分
類
別
並
び
に
再
発
患
者
数

④�

成
人
市
中
肺
炎
の
重
症
度
別

患
者
数
等

⑤�

脳
梗
塞
の
Ｉ
Ｃ
Ｄ
〔
疾
病
及

び
関
連
保
健
問
題
の
国
際
統

計
分
類
〕
10
別
患
者
数
等

⑥�
診
療
科
別
主
要
手
術
別
患
者

伊
勢
総
合
病
院
（
☎
23

－

５
１
１
１　

27

－

２
３
１
５
）

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
�

数
等
（
診
療
科
別
患
者
数
上

位
３
位
ま
で
）

⑦�

そ
の
他
（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
〔
播は

種し
ゅ

性

血
管
内
凝
固
症
候
群
〕、
敗

血
症
、
そ
の
他
の
真
菌
症
お

よ
び
手
術
・
術
後
の
合
併
症

の
発
生
率
）

※�

Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
は
、
従
来
の
診
療

行
為
ご
と
に
料
金
を
計
算
す

る
「
出
来
高
払
い
」
と
は
異

な
り
、
入
院
す
る
患
者
さ
ん

の
病
状
を
基
に
手
術
な
ど
の

診
療
行
為
の
有
無
に
応
じ
て
、

厚
生
労
働
省
が
定
め
た
１
日

当
た
り
の
医
療
費
か
ら
成
る

　

�

定
額
部
分
と
出
来
高
部
分（
手

術
・
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
）
を
合

算
す
る
計
算
方
法
で
す
。

病
院
情
報
の
公
表

木
彫
り
の
民
・
マ
コ
ン
デ

　

｢

マ
コ
ン
デ｣

と
は
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
と
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
国
境

に
広
が
る
広
大
な
マ
コ
ン
デ
高

原
に
住
む
部
族
の
名
称
で
す
。

　
こ
の
部
族
は「
木
彫
り
の
民
」

と
も
呼
ば
れ
、
最
初
の
父
親
が

黒
檀
の
木
を
彫
っ
て
最
初
の
母

親
を
創
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ

る
ほ
ど
、
古
く
か
ら
部
族
の
伝

統
と
し
て
木
彫
り
を
制
作
し
て

き
ま
し
た
。

　
彫
刻
の
素
材
で
あ
る
黒
檀
の

ね
じ
れ
具
合
か
ら
、
生
活
、
動

物
、人
間
の
肉
体
、老
い
と
死
、

愛
と
歓
喜
な
ど
の
テ
ー
マ
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
表
現
し
た
そ
の
造

形
は
、
美
術
界
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

企
画
展
の
見
ど
こ
ろ

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
当
館

の
収
蔵
室
で
20
年
以
上
に
わ
た

り
保
管
さ
れ
て
い
た
具
象
彫
刻

（
※
１
）
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

マ
コ
ン
デ
族
の
彫
刻
家
は
、

ア
フ
リ
カ
の
大
自
然
の
中
で
、

農
耕
生
活
を
営
み
暮
ら
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
、

彼
ら
は
農
作
業
の
姿
、
大
地
を

耕
す
姿
、
バ
ナ
ナ
や
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
収
穫
し
て
頭
に
乗
せ
た

姿
、
子
ど
も
に
乳
房
を
含
ま
せ

企
画
展

 「
マ
コ
ン
デ
の
具
象
彫
刻
展
」

開
催
期
間
：
３
月
20
日
㈷
ま
で

情
報
提
供
：
マ
コ
ン
デ
美
術
館　
水
野
恒
男
さ
ん

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
だ
よ
り
50

	

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局

	

［
文
化
振
興
課
内
］

	
（
☎
22

－

７
８
８
５　

23

－

８
６
４
１
）
予算額

59万 7千円
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市
で
は
、
小
・
中
学
校
に
通

う
お
子
さ
ん
が
い
て
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
家
庭
に
、
学
用
品

費
・
学
校
給
食
費
な
ど
の
一
部

を
就
学
援
助
費
と
し
て
支
給
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
、
就
学
援

助
費
の
う
ち
新
入
学
児
童
生
徒

の
学
用
品
費
（
ラ
ン
ド
セ
ル
、

制
服
な
ど
）
に
つ
い
て
、
入
学

前
（
３
月
）
支
給
を
開
始
し
ま

す
。

対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
家
庭

・�

申
請
時
に
市
内
に
居
住
し
て

い
る
家
庭
（
３
月
末
日
以
前

に
市
外
へ
転
出
す
る
場
合
を

除
く
）

・�

４
月
に
伊
勢
市
立
の
小
・
中

学
校
に
入
学
予
定
の
子
ど
も

が
い
る
家
庭　

・�

就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
し
、

認
定
さ
れ
た
家
庭

就
学
援
助
の
要
件

　

世
帯
の
合
計
所
得
金
額
が
、

平
成
25
年
８
月
の
生
活
扶
助
基

準
見
直
し
前
の
生
活
保
護
基
準

額
の
1.5
倍
以
内
で
あ
る
家
庭
。

ま
た
は
、
1.5
倍
を
超
え
て
い
る

が
、
特
に
教
育
委
員
会
が
必
要

と
認
め
た
家
庭

支
給
額
（
対
象
と
な
る
新
入
学

児
童
・
生
徒
１
人
当
た
り
）

新
小
学
１
年
…
２
万
４
７
０
円

新
中
学
１
年
…
２
万
３
５
５
０

円支
給
日　
３
月
10
日
㈮（
予
定
）

申
し
込
み　
１
月
31
日
㈫
ま
で

に
、
次
の
受
け
付
け
場
所
に
申

請
書
を
提
出

新
小
学
１
年
…
入
学
予
定
校

新
中
学
１
年
…
在
籍
小
学
校

※�

審
査
結
果
は
２
月
下
旬
ご
ろ

に
通
知
し
ま
す
。

※�

今
回
申
請
を
し
な
く
て
も
、

４
月
中
に
申
請
を
し
て
認
定

さ
れ
た
場
合
は
、
入
学
後
に

支
給
し
ま
す
。

・�

右
表
の
所
得
基
準
は
、
世
帯

を
構
成
し
て
い
る
人
数
や
年

齢
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
、
お
お
よ
そ
の
目
安

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

合
計
所
得
金
額
と
は
、
年
間

収
入
金
額
か
ら
給
与
所
得
控

除
な
ど
の
必
要
経
費
を
差
し

引
い
た
額
で
す
。

学
校
教
育
課
（
☎
22

－

７
８
７
９　

23

－

８
６
４
１
）

入
学
に
係
る
費
用
の

　
一
部（
就
学
援
助
費
）を

入
学
前
に
支
給

家族構成（年齢） 世帯の
合計所得金額

２人（32・８歳） 約 193万円以下
３人（36・32・7歳） 約 261万円以下
４人（36・32・９・５歳） 約 302万円以下
５人（43・38・14・10・８歳） 約 403万円以下

小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
へ

て
子
育
て
す
る
姿
な
ど
、
生
活

の
様
子
を
表
し
た
多
く
の
作
品

を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
の

中
か
ら
現
実
感
の
あ
る
物
を
選

び
展
示
し
て
い
ま
す
。

平
面
美
術
や
民
俗
資
料
も

　
マ
コ
ン
デ
美
術
館
に
は
、
彫

刻
の
他
に
「
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン

ガ
」（
※
２
）
の
名
で
知
ら
れ
る
エ

ナ
メ
ル
ペ
イ
ン
ト
画
な
ど
の
平

面
美
術
や
、
楽
器
・
生
活
道
具

な
ど
の
民
俗
資
料
も
あ
り
、
こ

れ
ら
の
作
品
を
通
じ
て
、
ア
フ

リ
カ
大
地
の
自
然
の
中
で
暮
ら

す
人
々
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
見
る
人
の
感
性
を

揺
さ
ぶ
り
ま
す
。

触
れ
ら
れ
る
作
品

　
マ
コ
ン
デ
美
術
館
で
は
、
視

覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
作
品

に
触
れ
て
鑑
賞
が
で
き
ま
す
。

所 在 地　二見町松下 1799
開館時間　9:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
休 館 日　火曜日（祝日の場合は翌日）、
	 　６･12月の第２月曜～金曜日、
	 　年末年始
入 館 料　�大人 1,000 円、高校生 800円、
	 　小・中学生 600円

マコンデ美術館　☎ 42 ー 1192　 42 ー 1055

※１�具象彫刻…人間や身近な動物などの具体物の彫刻
※２�ティンガティンガ…タンザニアで、ティンガティ
ンガという人物が生み出したポップアートの手法

 

予
算
額　
５
３
０
万
円

ジェームス作
「子どもに乳房を含ませる母」

作者不明
「かぼちゃを頭に乗せた女」

伊勢市就学援助制度の所得基準〔参考〕

※�平成25年８月の生活扶助基準見直し前の生活保護
基準額の1.5倍以内

お詫びと訂正
　「広報いせ」12月15日号の
11ページに掲載しました「伊勢
まるごと博物館だより」の内容に
ついて、次のとおり誤りがあり
ましたので、お詫びして訂正し
ます。

誤  参宮急行電鉄（現・JR参宮線）
正  参宮急行電鉄（現・近鉄）

11 10広報いせ 平成29年１月15日号 広報いせ 平成29年１月15日号



　
要
約
筆
記
と
は
、
発
言
者
の

話
を
聞
き
、
そ
の
内
容
を
要
約

し
て
書
く
こ
と
で
、
聞
こ
え
な

い
人
に
話
の
内
容
を
伝
え
る
通

訳
の
こ
と
で
す
。

　
要
約
筆
記
は
、
手
書
き
や
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
行
い
ま
す
。

チ
ー
ム
で
要
約
を
し
て
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
す
方
法
や
、
聴

覚
障
が
い
者
の
隣
で
ノ
ー
ト
へ

手
書
き
を
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
て
伝
え
る
ノ
ー
ト
テ

イ
ク
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

※�

手
話
表
現
の
一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

心
豊
か
に
共
生
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て

高
齢･

障
が
い
福
祉
課
（
☎
21

－

５
５
５
８　

20

－

８
５
５
５
）

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
⑩

「
伊
勢
」

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
保
障
②

要
約
筆
記

第10回
　
伊
勢
市
手
話
言
語
条
例　
４
月
１
日
施
行

開
い
た
両
手
の
指
を
斜

め
上
に
向
け
、
正
面
で

組
み
ま
す
。

　

今
回
は
、「
重
症
心
身
障
が
い
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
重
症
心
身
障
が
い
は
、
重
度
の
身

体
障
が
い
（
肢
体
不
自
由
）
と
重
度

の
知
的
障
が
い
が
重
複
し
て
い
る
重

い
障
が
い
で
す
。

　
特
に
、
医
学
的
な
管
理
を
必
要
と

す
る
な
ど
の
一
定
の
状
態
を
「
超
重

症
心
身
障
が
い
」や「
準
超
重
症
心
身

障
が
い
」と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
で
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
は

困
難
で
、自
宅
で
介
護
を
受
け
た
り
、

施
設
に
入
所
す
る
な
ど
し
て
生
活
し

て
い
ま
す
。
意
思
は
口
の
動
き
や
目

で
伝
え
る
な
ど
、
常
時
介
護
を
し
て

い
る
人
で
な
い
と
理
解
が
難
し
い
場

合
が
多
い
で
す
。

　
ま
た
、
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
排
泄せ

つ

や
入
浴
の
介
助

が
常
時
必
要
で
す
。

　
そ
の
役
割
は
要
約
筆
記
者
が

担
っ
て
お
り
、
聴
覚
障
が
い
者

の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
手
話
通
訳
者
と
同
様

に
要
約
筆
記
者
を
派
遣
す
る
制

度
が
あ
り
、
派
遣
さ
れ
る
要
約

筆
記
者
は
、
全
国
統
一
要
約
筆

記
者
認
定
試
験
合
格
者
や
要
約

筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
修
了
者

な
ど
、
一
定
の
技
術
や
知
識
を

持
ち
、
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

■車いすやストレッチャーでの移動時など、助けが必要と思われるときは、介護者に声を掛けてみましょう
■人工呼吸器などの医療機器のアラーム音が鳴っているときは、速やかに介護者に知らせましょう

　最近の「車いす対応トイレ」は、さまざまな人が利用できるユニバーサルデザインの
考え方に沿って多機能化し、たくさんの設備があります。
　乳幼児用のおむつ換えシートが設置されているトイレはよくありますが、便座に座
ることが困難な障がい者や高齢者のおむつ交換などに必要な大人用介護ベッド（多目
的シート）は、まだまだ普及していません。
　市では、障がいのある人の社会参加や外出支援を図るため、ハートプラザみその・
多目的ホールのトイレに、多目的シートを設置しました。
※�民間事業者の皆さんにも、多目的シートの設置にご理解いただき、誰もが安全・快適に暮らせるとともに、積極的な社会参加ができ
るよう、ご協力をお願いします。

サポートするときのポイント

大人用介護ベッド（多目的シート）

高齢･障がい福祉課
☎２１－５５５８ ２０－８５５５

シリーズ障がい

障がいを
理解しよう！

第９回

市のホームページで
手話動画を見ること
ができます。
みんなで手話 検 索
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シ
リ
ー
ズ
人
権

人
権
政
策
課
（
☎
21

－

５
５
４
６　

22

－

３
４
５
４
）

人
ひ
と
り
が 

輝
く
た
め
に

人権尊重啓発ポスター・標語入賞者が決まりました

西村 璃音さん
（明野小１年）

山下 心海人さん
（豊浜西小２年）

佐々木 麦乃さん
（北浜小５年）

小川 修平さん
（小俣中３年）

三井 遼士さん
（五十鈴中１年）

上田 朝陽さん
（修道小３年）

田中 ゆずはさん
（御薗小４年）

坂上 空優さん
（倉田山中２年）

高屋 舞佳さん
（明倫小６年）

人権尊重啓発ポスター

　人権意識を高め、人権尊重の精神を育むため、伊勢市人権施策推進協
議会では、人権尊重啓発ポスターおよび標語を募集しました。
　ポスターは 262点の応募があり、審査の結果、市長賞９点と会長賞お
よび奨励賞が選ばれました。
　また、標語は７点の応募があり、市長賞１点と会長賞が選ばれました。
　市長賞の作品は次のとおりです。

守ります　君の笑顔と　みんなの人権　　浦田 学さん（上地町）
標語
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伊勢市ボランティア連絡協議会（八日市場町・福祉健康センター内）

No.

70
☎27－2425　　27－2412

ボランティア団体紹介コーナー

伊勢市駅前ボランティア

　伊勢市ボランティア連絡協議会では資源回収を行っ
ています。リサイクル活動にご協力をお願いします。

福祉や発展途上国の子どもたちの
医療活動・教育に生かされます

伊勢市ボランティア連絡協議会 ごあいさつ
　新春のおよろこびを申し上げます。
　新しい年を迎え伊勢も神宮参拝等の人々で大層な賑わ
いです。当会では伊勢を訪れる皆様が安心して旅ができ
ますようにと、伊勢市駅前での案内を始めて早や二年が
たちました。
　「外宮さんは、まっすぐですよ。いってらっしゃい」等々
の声をかけ、駅へ降り立った人達は安心したように、そ
れぞれの目的地に向かわれます。
　こうして沢山のボランティアが「ようこそお伊勢さん
へ」の気持ちを込めて、伊勢の玄関口でお迎えをしてい
ます。また、今年も様々なボランティア活動で皆様にご
支援ご協力をお願いすることでしょう。何卒よろしくお
願い申し上げます。
� 伊勢市ボランティア連絡協議会
� 会長　泰道 詞子　伊勢を訪れる観光客は、２～３人などの数人

で遠方から初めて訪れる人が多く、伊勢の地を
ほとんど知らずに来られます。
　伊勢の名所などの基本的な知識はあっても、
例えば、ある場所へはどの方向に行けばよいか、
どのくらいの時間がかかるのか、移動手段など
が全然分からず、伊勢市駅に降り立った時は大
変不安な気持ちでいることが多いです。
　そのような中で、「ボランティアの腕章」や
「ボランティアのジャンパー」を身に着けて、「何
かお困りですか？」と気軽に声を掛けると、安
心したようにいろいろと聞いてこられます。そ
して、大変うれしそうな表情で安心して出発さ
れます。
　観光客の旅の出発点で、不安が１つでも解消
されれば、その後
の旅はきっと充実
したものになるの
ではないかと思い
ます。この案内ボ
ランティアを始め
て２年が経ちまし
たが、今後も続け
ていかなければと
感じています。

資源回収

�と き ��偶数月の第３土曜日（９時 30分まで）
�ところ �福祉健康センター・裏玄関近く

福祉健康センターへお届けください

２年間の取り組みを振り返って

伊勢市駅前でのご案内

ボランティア団体の活動概要を順次紹介します。
●三重マジッククラブ
　�各種イベントや施設訪問で、マジックを披露しています。
●きずな０６
　知的障がい者支援の取り組みをしています。
※�活動を希望する人は、伊勢市ボランティア連絡協議会へ問い
合わせてください。

段ボール アルミ缶

切手

新聞紙

書き損じ
はがき
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　「いこい」は、高齢者の皆さんが、住み慣れたま
ちで安心して暮らしていくための取り組みの一環と
して発足し、早や10年が経ちました。
　１人で通所していただくことを何よりとして、脳
体操や健康体操、健康チェックなどをプログラムの
第一としています。さらには食を重視して、全ての
昼食やおやつは町内の多くの女性ボランティアが手
作りをしています。毎月の配食も担当し、まちづく
りの一役を担っています。
　また、今年も「いこい」へ、たくさんの研修見学
の申し込みがあり
ました。高齢化社
会に向けた取り組
みが他市町へ広が
るのはうれしいこ
とです。

大湊町高齢者通所センター「いこい」

　この大会は、日本網膜色素変性症協会により毎年
全国大会として開催され、今年は三重県が担当しま
した。
　平成28年９月24日、鳥羽市民文化会館に全国
各地から500人を超える会員が集いました。当会
ボランティアは３日間にわたり、延べ93人の会員
を動員し、協力をさせていただきました。
　初日の24日はあいにくの悪天候で、誘導班にとっ
ては、土砂降りの中での鳥羽駅から会館までのエス
コートは大変でした。
　25日は好天に恵まれ、冷たい物が欲しくなるほ
どの暑い日で、約250人の方々を４班に分けて内宮
を案内しました。
　御正殿前はとても混雑していて、石段の下りでは
特に注意をしながら、予想以上の参拝客の多さに、
分散しないよう声掛けをして、注意を払いました。
おかげ横丁の見学や買い物でも同じような状態でし
たが、皆さん満足された様子でした。
　３日目の10月２日は、伊勢市観光文化会館で視
覚全国研修会への協力。宇治山田駅から会館までの
誘導と館内の案内などで、予定の役目を終えました。

　平成28年７月24日に開催された「ボランティア
まつり」では、各地区のまちづくり協議会の様子を
紹介しました。今年は大勢の学生ボランティアの協
力を得て、各コーナーは大変なにぎわいでした。28
回目を終えた「ボランティアまつり」。大勢の皆様
のご支援、また、バザー用品の提供もいただき、厚
くお礼申し上げます。

「世界網膜の日 in 三重」への
� 協力を終えて

「ボランティアまつり」
� ご協力ありがとうございました

10年間通所されている方々へ花束贈呈

鳥羽市民文化会館での受け付けの様子三重県での開催

バザー会場 まちづくり協議会の展示

　秋も深まり、伊勢道路の紅葉を楽しみながら、
志摩市にある「障がい者支援施設はばたき・あい
のその」へ研修視察に行きました。
　施設の利用者の障がいはさまざまですが「農園、
菓子工房、味処、福祉市場」と多彩なメニューで、
自立と社会参加の促進を目的としている施設です。
　利用者は一人一人の「希望」を大切に就労され
ています。皆さんの仕事に対する意気込みの強さ
が伝わってきました。

障がい者支援施設
「はばたき・あいのその」研修視察

団体 ･個人のボランティアを募集

視察の様子

　伊勢市ボランティア連絡協議会は、今まではボ
ランティアグループだけで組織する団体でしたが、
多くの皆さんにボランティア活動へ参加していた
だきたく、個人での登録も歓迎します。
　若い人たちの活動も必要な時代になってきて
います。「若い人が１人でもボランティアに参加
を！」、　そのような思いで伊勢市ボランティア連
絡協議会をみんなで作っていきましょう。

ボランティア

個人・団体
大歓迎です！
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1

　
む

      

ら
　

10

　
む

      

ら
　

景観づくりのための植栽

で
分
か
り
や
す
く
広
報
し
て
い

る
こ
と
で
、
組
織
内
や
町
内
の

風
通
し
は
良
く
、
町
全
体
が
ま

と
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
新
し
い
取
り
組
み
を

模
索
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の

手
で
ふ
る
さ
と
を
守
っ
て
い
き

ま
す
。

住
所　
有
滝
町
２
６
３
８

　
当
組
織
は
、
有
滝
町
の
23
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
農
用
地
を
保
全
管

理
し
て
い
ま
す
。

　

優
良
な
農
地
を
守
る
た
め
、

出
合
い
に
よ
る
草
刈
り
や
、
遊

休
農
地
を
活
用
し
た
新
し
い
作

物
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
生
活
と
農
業
が

安
心
し
て
共
存
で
き
る
よ
う
、

た
め
池
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す

る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
や
交
流

会
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
取
り
組
み
に
も
果

敢
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

住
所
　
佐
八
町
２
１
２
８

　
当
組
織
は
、
佐
八
町
の
36
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
農
用
地
を
保
全
管

理
し
て
い
ま
す
。

　
用
水
路
の
補
修
や
管
理
を
は

じ
め
、
農
道
や
の
り
面
の
草
刈

り
な
ど
、
農
業
に
必
要
な
作
業

を
効
率
良
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
八
町
で
は
、
４
つ
の
た
め

池
か
ら
農
業
用
水
を
農
地
へ
供

給
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
生

活
用
水
な
ど
の
流
入
で
、
た
め

池
の
水
質
汚
染
が
問
題
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

毎
年
水
質
検
査
を
実
施
し
、
き

れ
い
な
水
を
供
給
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、

将
来
的
な
地
域
の
農
業
を
守
る

取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

住
所　
東
大
淀
町
２
０
１

−

１

　
今
回
紹
介
す
る
組
織
は
、
東
大
淀
町
の「
東
大
淀
を
守
る
会
」、

有
滝
町
の「
有
滝
の
自
然
を
守
る
会
」、
佐
八
町
の「
佐
八
地
区
農

地・水・環
境
保
全
会
」で
す
。

　
当
組
織
は
、
東
大
淀
町
の
１

９
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
用
地
を

保
全
管
理
し
て
い
ま
す
。
特
長

は
、
何
と
い
っ
て
も「
草
刈
り

隊
」と「
Ｅ
Ｍ
部
」の
活
動
で
す
。

　
「
草
刈
り
隊
」
は
文
字
通
り
、

水
路
や
た
め
池
、
農
道
の
草
刈

り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
き
め

細
や
か
な
雑
草
対
策
と
称
し
た

活
動
で
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
の

「
Ｅ
Ｍ
部
」
は
、
綿
密
な
年
間

計
画
を
立
て
、
定
期
的
に
水
質

検
査
を
行
い
な
が
ら
農
業
の
根

幹
で
あ
る「
水
」と「
土
」を
守

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
写
真
入
り

農
林
水
産
課
（
☎
22
―
0
3
7
0　

21
―
５
６
０
５
）

 

東
大
淀
を
守
る
会

 

有
滝
の
自
然
を
守
る
会

 

佐
八
地
区
農
地
・
水
・ 

環
境

 

保
全
会

除草作業

ため池堤防の草刈り
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フランス料理 ボンヴィヴァン
「おいしい＋喜びを感じてもらいたい」地物を使いたい思いは土地を愛する気持ち

宮内庁御用達の歴史あるお店

季節ごとに楽しむ地産地消の懐石料理

大喜

花菖
しょう

蒲
ぶ

シリーズ

～伊勢市地産地消の店認定店の紹介～

やっぱり　　　なあ の伊勢 もんええやっぱり　　　なあ の伊勢 もんええ 7

　このシリーズでは、「伊勢市地産地消の店」認定店を紹介します。

　扉を開けた瞬間に懐かしい温かさを感じるボンヴィヴァン。大正12年に建造された歴史ある
建物に優雅な音楽とインテリア、そして何よりもそこで働く人たちが優しく迎え入れてくれます。
　野菜は主にサンファームおばたから仕入れ、それぞれの特色を丁寧に生かして、食感を変え
たりしながらどのお皿にも使用するそうです。メイン料理にはなりませんが「野菜がおいしい」
とよく言われるそうで「悔しいですけどね」と言う河瀬シェフの表情は、どこかうれしそうに
も感じます。
　牛舎や畑にも足を運び、魚は釣り方から厳選することもあります。シェフにとってのフレン
チとは「素材を自由自在に使って何から何まで楽しめる世界。地元の物でいろいろな個性が出
せる」とのこと。また「いつまでも現役でいられる。料理人を大事にして新しい発見を伝えて
いきたい」というシェフの思いもあり、今後も楽しみです。

　戦後の昭和 20 年の秋、当時の宇治山田駅前にずらりと並ぶ屋台の一つとして創業した歴史あるお店です。広島
出身の先代は神宮参拝の際に伊勢を気に入り、農家に下宿していたこともあり「地元でとれるものを」と、その頃
貴重な白いご飯を、おでんやお酒と共に移動式の屋台で出していたそうです。
　その後、明倫商店街で小料理屋を営んだ後、昭和 27 年に今の場所に移り、平成 24 年に現在の店に建て替えました。
　「伊勢の玄関口でおもてなしの気持ちで、気軽にお値打ちに料理を提供したい」
と坂田社長。「なるべく地元の物を」という思いは先代から変わらず、有滝産の穴子
の天ぷらや握り、キスの天ぷらなどをはじめ、他にも日替わりで地場産メニューを
提供しています。

　昭和62年の創業から30周年を迎える花菖蒲。季節の物を楽しめる花菖蒲では、毎月献立
が変わります。冬は特に地物の食材を多く使用し、御薗産のかぶらをすって穴子や海老と蒸
す「かぶら蒸し」は、冬の定番メニューです。
　「安心で新鮮な物を」と思うと自然と地物を使うこととなり、自家製の漬物に使う野菜や、鳥
羽産の牡

か

蠣
き

の土手焼（11～1月ごろまで）に使う青ネギなど、野菜は主に伊勢市産とのことです。
　その他、肉料理のヒレステーキは、一貫して三重県産の黒毛和牛を使用し「伊勢市の物、三
重県の物」というこだわりが感じられます。懐石料理への追加でいただくことも可能で、肉
料理の他、鮑

あわび

や伊勢海老も楽しめます。

住　　所　本町 20–24 （☎・ 26–3131）
営業時間　ブラッスリー：11 時 30 分～ 14 時 30 分　フレンチ：12 時～ 15 時（ラストオーダーはいずれも 13 時 30 分）
　　　　  ブラッスリー：17 時 30 分～ 21 時　　　　フレンチ：17 時30 分～ 22 時（ラストオーダーはいずれも 19 時 30 分）
　　　    （定休日：月曜日〔祝日の場合は翌日〕とその前日の夜 ）　※予約優先

住　　所  岩渕 2 丁目 1–48 （☎ 28–0281　 23–0284）
営業時間　11 時～ 21 時 30 分（ラストオーダーは 21 時）（定休日：なし）

住　　所　曽祢 1 丁目 7–2（☎ 27–1381　 27–1721）
営業時間　�11時 ～14 時（ラストオーダーは 14 時 )、17時～ 21時 30分（ラストオーダーは 20 時）　（定休日：水曜日）

農林水産課（☎22–0370　 21–5605）

地物を楽しむにはフレンチがおすすめ
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今
回
は
、
燃
え
る
ご
み
や
、

皆
さ
ん
に
分
別
し
て
出
し
て
い

た
だ
い
た
資
源
物
が
、
そ
の
後

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
か

を
紹
介
し
ま
す
。

　
資
源
物
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
ま
た
、

燃
え
る
ご
み
は
焼
却
し
た
後
に

残
っ
た
灰
も
、
道
路
舗
装
用
資

材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
燃
え
る
ご
み
と
資
源
物
を
正

し
く
分
別
す
る
こ
と
で
、
処
理

費
用
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

集
め
ら
れ
た
ご
み
は

ど
う
な
る
の
？

シ
リ
ー
ズ
資
源

めざせ！

ご
み
ゼ
ロ

の
ま
ち

清
掃
課　
☎
37

－

１
４
４
３

　

37

－

０
１
８
９

（　
　
　
　  
）

回収された燃えるごみや資源物はこのように処理されます

燃えるごみ

粗大ごみ

缶・金属類

資源びん

ペットボトル

プラスチック製
容器包装

ガラス・くずびん類、
陶磁器類

小型家電

乾電池

蛍光管、鏡

紙・布類

てんぷら油

コンクリート、
瓦、れんがなど

溶融スラグなどの道路舗装用資材再商品化工場

鉄、アルミニウム（工業用原材料）再商品化工場

各種工業用原材料再商品化工場

びん（再利用）、土木資材

埋め立て地

繊維製品・卵パックの原材料

再商品化工場

文具類・日用雑貨などの
プラスチック製品の原材料

再商品化工場

再商品化工場 コンクリート製品、土木資材など

再商品化工場 鉄、アルミ、銅、非鉄金属、
プラスチック（原材料）

再商品化工場 亜鉛、鉄（工業用原材料）

再商品化工場 水銀（蛍光管などの原材料）、
その他の製品（断熱材など）

再商品化工場

再生紙、トイレットペーパー、
段ボール原紙など製紙工場、

繊維工場など
ウエス、古着（再利用）

燃料再資源化
施設 バイオディーゼル燃料

公衆浴場 公衆浴場のたきつけ燃料

再商品化工場 再生砕石など一時保管

破砕（蛍光管）
一時保管（鏡）

一時保管

一時保管

一時保管

圧縮梱包

一時保管

選別・破砕

破砕不燃
残渣　　
ざん さ

破砕困難物

鉄、アル
ミニウム

燃えるごみ

破砕
・
分別

焼却灰焼却

投棄場

清掃工場

古紙問屋

￥

レシート

￥

レシート

￥

レシート
可燃ごみ
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資
源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・

資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
資
源

物
を
出
す
場
所
で
す
。

　
し
か
し
、
資
源
物
で
は
な
い

「
燃
え
る
ご
み
」
や
「
収
集
で

き
な
い
ご
み
」
な
ど
が
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、収
集
効
率
が
悪
化
し
、

再
資
源
化
に
支
障
を
き
た
し
て

い
ま
す
。

　
各
家
庭
に
配
布
し
た
「
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
「
ご
み
分
別

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー

ル
な
ど
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

資
源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

資
源
物
以
外
は
出
さ
な
い
で
！

◆資源拠点ステーション・資源ステーションへ
　出してはいけないごみの例
◦燃えるごみ
◦�粗大ごみ（布団、衣装ケースなど）
◦�中身の入った物（缶、びん）
◦�家電４品目（テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、エアコン、

洗濯機・衣類乾燥機。解体したブラウン管やプラ
スチック製の外枠を含む）

◦フロンガス入りの除湿機
◦パソコン
◦消火器
◦ガスボンベ × ×

×

　
借
り
た
物
を
貸
主
に
返
す
と

き
は
、
き
れ
い
に
し
て
返
す
の

が
通
常
で
す
。
賃
借
し
て
い
た

部
屋
も
、
汚
れ
や
傷
を
付
け
た

箇
所
は
、
掃
除
や
修
復
を
し
て

貸
主
に
返
し
ま
す
。こ
れ
を「
退

去
時
の
原
状
回
復
」
と
い
い
ま

す
。

　
退
去
時
の
原
状
回
復
の
際
に
、

貸
主
か
ら
高
額
な
修
繕
費
用
を

請
求
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
貸
主
と

の
契
約
で
、
原
状
回
復
に
関
す

る
特
約
（
原
状
回
復
を
す
る
範

囲
な
ど
を
定
め
る
条
項
）
を
設

け
て
い
る
場
合
は
、
契
約
書
の

特
約
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
本
来
は
、
通
常
使
用

で
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
経

年
劣
化
や
自
然
損そ

ん
も
う耗
に
つ
い
て

は
貸
主
の
負
担
で
あ
り
、
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

契
約
時
に
修
繕
負
担
の
所
在
を

は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
契
約
時
に
は
、
重
要
事
項
の

説
明
を
よ
く
聞
い
て
契
約
内
容

（
特
約
な
ど
）
の
確
認
を
十
分

行
い
、
自
分
に
か
か
る
負
担
を

把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
借
主
に
不
利
な
特
約

の
条
項
は
、
契
約
前
に
貸
主
に

再
検
討
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

業
者
に
契
約
を
急
か
さ
れ
て
も
、

よ
く
検
討
し
て
か
ら
契
約
を
す

る
心
の
ゆ
と
り
が
必
要
で
す
。

　
部
屋
を
明
け
渡
す
際
の
現
場

立
ち
会
い
に
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
（
国
土
交
通
省
公
表
「
原

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
21

－

５
７
１
７　

22

－

５
０
１
４
）
予算額 1,076 万 8千円
（うち県補助 560万 5千円）

教えて

相
談
員
さ
ん

退
去
時
の

原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
に
よ
る
確

認
が
望
ま
し
く
、
そ
の
場
で
署

名
を
求
め
ら
れ
て
も
、
立
ち
会

い
確
認
以
外
の
主
旨
で
あ
れ
ば

署
名
を
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
請
求
額
に
納
得
で
き
な
い
場

合
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
対
応
を
求
め
、
必
要
が

あ
れ
ば
、
専
門
家
に
相
談
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
新
規
賃
貸
借
契

約
が
増
え
る
時
期
で
す
。
契
約

前
に
し
っ
か
り
と
契
約
内
容
を

把
握
し
、
退
去
時
の
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
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「
世
界
に
発
信
！
伊
勢
市
短
詩
型
文
学
祭
」の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た

平
成
28
年
度
伊
勢
市
芸
術
祭
文
化
振
興
課
（
☎
22

－

７
８
８
５　

23

－

８
６
４
１
）

と　き	１月19日㈭まで
	 （休館日を除く）、
	 ９時～ 19時
	 （１月19日㈭は17時まで）

ところ	伊勢図書館・２階ロビー

入賞作品を伊勢図書館で展示

１位　伊勢うどん
２位　伊勢神宮・神宮
３位　宮川
４位　夫婦岩
５位　伊勢まつり

短歌

最優秀賞の作品を紹介

中学生の部
最優秀賞　早川　 祐真(豊浜中２年)
優秀賞　　中島　 大雅(豊浜中２年)
特別賞　　小田　 亮太(小俣中３年)
奨励賞　　岸江 柚涼彩(倉田山中２年)
　　　　　坂上 　空優(倉田山中２年)
　　　　　知野見 京香(倉田山中２年)
　　　　　細井 亜弥乃(小俣中２年)
　　　　　吉田　 早紀(小俣中３年)

小学生の部
最優秀賞　角　 　暁登(上野小６年)
優秀賞　　野﨑　 真飛(小俣小５年)
特別賞　　小沼　 　響(厚生小３年)
奨励賞　　井関　 惇子(修道小３年)
　　　　　中村　 栞菜(浜郷小５年)
　　　　　中村　 恵菜(浜郷小５年)
　　　　　近藤　 　陸(浜郷小６年)
　　　　　田中　 煌也(四郷小３年)

俳句
中学生の部
最優秀賞　松岡　 音々(倉田山中３年)
優秀賞　　世古口 海南(倉田山中３年)
特別賞　　中森　 梨紗(倉田山中３年)
奨励賞　　川畑　 順平(倉田山中１年)
　　　　　柴原　 杏菜(倉田山中３年)
　　　　　長村　 心乃(倉田山中３年)
　　　　　荒木 リリー(豊浜中３年)
　　　　　工藤　 颯也(小俣中３年)

小学生の部
最優秀賞　益　　 来夢(有緝小４年)
優秀賞　　古川　 逸九(進修小４年)
特別賞　　宮林　 洸介(厚生小５年)
奨励賞　　妹山　 寧々(修道小２年)
　　　　　亀谷　 柊瑠(修道小６年)
　　　　　森田　 莉那(修道小３年)
　　　　　梅田　 花凛(有緝小２年)
　　　　　柿坂　 　周(四郷小３年)

小
学
生
の
部
　
角　
暁
登
（
上
野
小
６
年
）  

　
木
造
船
初
め
て
乗
っ
た
み
ず
き
号
風
を
感
じ
て
気
持
ち
安
ら
ぐ

中
学
生
の
部
　
早
川　
祐
真
（
豊
浜
中
２
年
）

　
夜
の
街
僕
ら
も
お
ど
る
か
ん
こ
踊
り
太
鼓
を
た
た
き
と
て
も
疲
れ
る

小
学
生
の
部
　
益　
来
夢
（
有
緝
小
４
年
） 

　
お
い
せ
さ
ん
と
り
い
く
ぐ
れ
ば
神
が
待
つ

中
学
生
の
部
　
松
岡　
音
（々
倉
田
山
中
３
年
）

　
五
十
鈴
川
夏
の
私
の
手
を
い
や
す

作品に多く使われたキーワード
短 歌俳 句

　
こ
の
文
学
祭
は
、
伊
勢
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
日
本
の
文
芸
を
通
じ
て
、
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
世
界
に
伊
勢
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
を
込
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
小
・
中
学
生
に
、
伊
勢
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
お
い
し
い
食
べ
物
・
楽
し
い
祭
り
・
美
し
い
四
季
の
風
景
な
ど
を
題
材
に
、
短
歌
と
俳
句
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

応
募
者
数
１
２
１
３
人
、
応
募
総
数
２
０
０
６
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

予算額　184万円

※入賞作品は市のホームページに掲載して
　います。
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市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
体
操

（
第
１
弾
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
健
康
体
操
は
、
皇
學
館
大

学
教
育
学
部
教
授
の
小
木
曽
一

之
さ
ん
の
監
修
で
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
ス
テ
ッ
プ
と
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
盛
り
込

み
、
有
酸
素
運
動
を
中
心
と
し

た
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
回
の
体
操
は
５
分
程
で
、

負
担
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
毎

日
続
け
ら
れ
ま
す
。
運
動
習
慣

の
あ
る
人
も
、
ぜ
ひ
新
し
い
運

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

と
き　
２
月
11
日
㈷
、
14
時
～

16
時
（
開
場
は
13
時
15
分
）

と
こ
ろ　
皇
學
館
大
学
・
総
合

体
育
館

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
小
木
曽
一
之
さ
ん
に
よ

る
実
技
講
習

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
） 

持
ち
物　
運
動
の
で
き
る
服
装
、

室
内
用
運
動
靴

申
し
込
み　
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
健
康
課
へ

※�

会
場
の
駐
車
場
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
か

臨
時
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
宮
川

堤
公
園
～
皇
學
館
大
学
〔
要

申
し
込
み
〕）
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※�「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録
マ
ッ

プ
」
が
完
成
し
た
人
は
、
会

場
で
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
の

で
、
完
成
し
た
マ
ッ
プ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、「
広
報
い
せ
」10

月
１
日
号
の
15
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
に
身
近
な
ヘ
ル
ス
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
一
緒
に
歩
き
ま

せ
ん
か
。

と
き　
２
月
17
日
㈮
、
13
時
30

分
～
15
時
30
分

集
合
場
所　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み

そ
の

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
御
薗
さ
わ
や
か
田
園
コ

ー
ス
（
5.1
㎞
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
（
雨
天
中
止
）

持
ち
物　

傷
害
保
険
料
10
円
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で

き
る
服
装
・
靴

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

と
き　
２
月
12
日
㈰
、
９
時
30

分
～
12
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
初
妊
婦
と
夫

内
容　
沐も

く
よ
く浴

体
験
、
妊
婦
模
擬

体
験
、
保
健
師
・
助
産
師
の
話

な
ど

定
員　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
健
康
課
へ

　
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
日
程

を
再
度
募
集
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
募
集
数　
下

表
の
と
お
り

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

30
歳
以
上
の
人
（
１
年
度
に
１

回
の
み
）

料
金　

乳
が
ん
１
３
０
０
円
、

子
宮
頸
が
ん
１
５
０
０
円
（
70

歳
以
上
の
人
は
無
料
）

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
が

ん
検
診
の
み
）、健
康
手
帳
（
持

っ
て
い
る
人
）、
乳
が
ん
無
料

ク
ー
ポ
ン
券（
持
っ
て
い
る
人
）

申
し
込
み　
１
月
16
日
㈪
・
８

時
30
分
か
ら
、
検
診
名
・
検
診

日
時
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
、
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
で
健
康
課
へ

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
広
報

い
せ
」
10
月
１
日
号
の
17
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
通
信

～ 

み
ん
な
笑
顔　

伊
勢
の
元
気
人 

～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

［
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
］

（
☎
27－

２
４
３
５　

21－

０
６
８
３
） 

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

　
毎
月
11
日
は
健
康
の
日

　
い
せ
し
健
康
体
操

　
お
披
露
目
会

　
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

　
健
康
課
の
共
同
企
画

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　
マ
マ
安
心
サ
ポ
ー
ト
い
せ

　
パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

　
～
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を

　
　
　
　
　
　
迎
え
る
た
め
に
～

　
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

　
集
団
検
診
（
１
～
３
月
）

　
の
追
加
募
集

受付時間　午前の部：10:00～11:00　午後の部：13:00～14:30

とき ところ
募集数（先着順）
乳がん 子宮頸がん
午前 午後 午前 午後

１月 20日㈮ 小俣保健センター － 5 － －
１月 24日㈫ ハートプラザみその － 20 － －
２月 ７ 日㈫ 小俣保健センター － － 4 8
２月 27日㈪（新規）中央保健センター 40 45 － －
３月 ３ 日㈮ 二見老人福祉センター － 17 10 42
３月 13日㈪ ハートプラザみその － 25 4 45
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大人の英会話・韓国語講座
国際文化交流協会（☎ 090－6489－2803）
時	２月 14 日㈫～毎週火曜日（全８回）、〔韓国語〕
18:00 ～ 19:00、〔英語〕19:30 ～ 20:30
所	サンライフ伊勢（八日市場町 13－13）（予定）
内	簡単なあいさつや会話を楽しく学びます。初心者
の人も安心して参加してください。見学も可能です。
定	各 15 人（先着順）
料	各 5,000 円（全８回分）〔資料代〕
申	１月 16日㈪～２月６日㈪に、電話で同協会へ

ママが子どもに伝える生と性の話
エコキッズ・服部さん（☎ 090－9337－5369）
時	２月 17日㈮、10:30 ～ 12:00
所	生活協同組合コープみえ伊勢センター・会議室お
よび和室（通町 419）

内	とても大切な事なのに、人に聞けない性の事。子
どもを守る為の生と性の話。みんなでワイワイ話し
ませんか？子連れ大歓迎です。
定	40 人（先着順）
申	電話でエコキッズ・服部さんへ

団員募集！
伊勢シンフォニックバンド・村林さん
（☎ 090－8738－2214　  24－1239）
　伊勢シンフォニックバンドは、1975 年結成の市
民吹奏楽団です。練習は毎週土曜日・19時から、い
せトピア・進修小学校などで行っています。
対	高校生以上で楽器を持っている人（高校生は保護
者の同意が必要）
料	月額 2,500 円（高校生は月額 500円）

◦カリフラワー 150g
◦ニンジン 1/4 本
◦エリンギ 大1本
◦ツナ缶 小 1缶
◦塩 小さじ1/8
◦コショウ 少々
◦パン粉 小さじ 1

〈ホワイトソース〉
◦バター 10g
◦薄力粉 大さじ 1
◦低脂肪牛乳 240cc
◦固型コンソメ 1/2 個
◦西京みそ 大さじ 1

市のホームページでバックナンバーを見ることができます。 低カロリー・バランス食レシピ 検 索

冬野菜たっぷり料理

カリフラワーの和風グラタン
健康課（☎２７－２４３５　 ２１－０６８３）

材料（2人分）

作り方
❶カリフラワーは小房に分ける。ニンジンは皮をむき、短
冊切りにする。
❷鍋に湯を沸かし、❶を 3分程度ゆで、軽く火を通す。
❸エリンギは長さ半分で厚めに切る。ツナ缶は油を切ってほぐす。
❹フライパンにバターを熱し、薄力粉を焦がさないように
炒める。低脂肪牛乳を少しずつ加え、細かく刻んだコン
ソメ、西京みそを加えてよく混ぜる。
❺❹に❷❸を混ぜ、塩・コショウを振る。グラタン皿に盛り、
パン粉を散らして、180℃のオーブンで 20分程度焼く。

冬野菜で風邪＆肥満予防
カリフラワー
加熱に強いビタミンＣや食物繊
維が豊富です。ビタミンＣは、
抵抗力を高める働きがあります。

ホウレンソウ
抗酸化作用があるβ

ベータ

カロテンやビタミンＣが豊富で、
風邪や動脈硬化の予防に有効です。

ネギ
ビタミンＢ１を多く含み、
疲労回復に役立ちます。
ネギ特有の辛味成分であ
る硫化アリルが血行を良
くします。

１人分の
栄養価 284 kcal 

◦たんぱく質 16.8g
◦脂質 15.3g　　◦塩分 2.2g

低カ
ロリー・

バランス食
低カ
ロリー・

バランス食

で

※治療中の人は、医師の
指示を守ってください。
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「伊勢やまだ大学」お店ゼミを開催します
伊勢やまだ大学運営委員会 事務局
（☎ 25－5153　  23－1151）
　「伊勢やまだ大学」では、山田にある各商店街など
の商店主がプロならではの専門的な知識や暮らしに
役立つ情報を発信する「お店ゼミ」を、２月10日㈮～
３月12日㈰に実施します。
　「お店ゼミ」の日時・内容・申し込み方法などの詳
細については、２月３日㈮から、「伊勢やまだ大学」
のホームページ（ http://ise-yamada.jp）に掲載
します。皆さんの参加をお待ちしています。

沢村栄治生誕記念ウォーキング
明倫地区まちづくり協議会
（☎ 64－8246　  64－8247）
※�事務局の開局日時は、火・木曜日の 10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 15:00。

時	２月４日㈯、9:30（スタート）※雨天の場合は５
日㈰に順延。
所	明倫小学校～生家跡～明倫商店街（全力石）～倉
田山公園野球場～一

い

誉
ちょ

坊
ぼ

墓地～明倫小学校
対	どなたでも参加可（小学生以下の子どもは引率者同伴）
内	明倫地区出身で元読売巨人軍沢村栄治氏の生誕百
周年を記念して、ゆかりの地を巡るウォーキングイ
ベントを開催。参加賞あります。
定	150 人（先着順）
料	100 円（保険代含む。当日持参）
申	１月 17日㈫～ 26日㈭に、住所・氏名・年齢・電話
番号を、電話・ファクス・Ｅメール・直接で同協議会
（〒 516－0037 岩渕１丁目 15－35、 kyougikai.
meirin@vega.ocn.ne.jp）へ

伊勢志摩の近代史いろいろ
一般財団法人 三重県友の会 伊勢支部
（☎・  43－2855）
時	２月５日㈰
所	労働福祉会館（勢田町 613－13）
対	市内在住の人、三重県行政機関の退職者
内	三重大学特任教授吉村利男先生に、当該地域にお
ける近代の産業発展について勧業施設（徴古館など）
を例に講演していただきます。
定	100 人（先着順）
申	不要

行政書士による無料相談会
三重県行政書士会 伊勢支部
（☎ 050－3738－6212　  42－1557）
時	２月８日㈬、13:30 ～ 16:00
所	市役所本館・２階第１会議室
内	相続手続き・遺言書、許認可申請、法人設立、権
利義務、契約書作成などの相談
定	10 人（事前予約５人・当日受け付け５人〔いず
れも先着順〕）
申	電話・ファクスで同支部へ

労働・年金市民相談会
三重県社会保険労務士会 南勢支部
（☎ 20－6124　  20－6528）
時	１月 20日㈮、13:30 ～ 16:30
所	市役所本館・２階第１会議室
内	労働相談（経営者・労働者とも）、年金相談（老齢・
障害・遺族）、健康保険・雇用保険・労災保険などの相談

スノーフェスタ 2017説明会
伊勢スキー連盟・中西さん（☎ 080－3632－5509）
時	１月 21日㈯、13:30 ～、15:00 ～
所	労働福祉会館・第２会議室（勢田町 613－13）
内	スキー教室の概要や参加方法などについて説明・
質疑を行います。教室の詳細については、同連盟の
ホームページをご覧ください。

オレンジカフェほほえみ
ＮＰＯ法人 和泉（☎ 65－7815　  65－7816）
時	２月５日㈰、13:30 ～ 15:30
所	民家型デイサービスほほえみ（古市町 15－8）
内	お茶を飲みながら気軽に過ごせる認知症カフェで
す。今回は医師会会長の畠中先生に骨折しない暮ら
し方のお話をしていただきます。
料	100 円
申	１月６日㈮～２月４日㈯に、電話・ファクスでオ
レンジカフェほほえみへ

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント
案内や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費
などの記載のないものは無料です。

みんなの広場

時とき　所ところ　対対象　内内容
定定員　料料金　　申申し込み

３月15日号＝１月31日㈫
４月１日号＝２月15日㈬

掲載申し込み
締め切り

23 22広報いせ 平成29年１月15日号 広報いせ 平成29年１月15日号



介
護
相
談
員
を
募
集

介
護
保
険
課

（
☎
21
―
５
５
６
０ 

 

20
―
８
５
５
５
）

　
介
護
相
談
員
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
所
を
訪

問
し
、
利
用
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
要
望
・
疑
問
・
苦
情
・

不
安
な
ど
を
聞
き
取
り
、
そ
の
問

題
解
決
の
た
め
に
事
業
所
と
の
調

整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
、
介
護

相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
人

◦�

介
護
保
険
・
社
会
福
祉
・
権
利

擁
護
・
消
費
者
保
護
の
い
ず
れ

か
に
関
す
る
知
識
・
経
験
を
有

す
る

◦�

心
身
と
も
に
健
康
で
体
力
が
あ

る
◦�

介
護
相
談
員
派
遣
事
業
に
対
す

る
理
解
と
熱
意
が
あ
る

◦�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
所
）

の
役
員
や
従
事
者
で
な
い

※�

応
募
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

選
考
方
法　
書
類
審
査・面
接（
選

考
結
果
は
３
月
上
旬
に
郵
送
）

※�

日
額
４
５
０
０
円
（
交
通
費
を

含
む
）
を
活
動
日
数
分
、
予
算

の
範
囲
内
で
支
払
い
ま
す
。

平
成
29
年
度

「
Ｋか

ん
ぶ
んＢ

倶く

楽ら

部ぶ

」の

会
員
を
募
集

観
光
文
化
会
館

（
☎
28
―
５
１
０
５ 

 

28
―
５
１
０
６
）

　

同
館
で
は
、チ
ケ
ッ
ト
会
員「
Ｋ

Ｂ
倶
楽
部
」
の
会
員
を
募
集
し
ま

す
。
会
員
に
な
る
と
、
次
の
特
典

が
付
き
ま
す
。

特
典

◦�
一
般
発
売
前
に
チ
ケ
ッ
ト
の
購

入
予
約
が
で
き
ま
す

◦�
チ
ケ
ッ
ト
を
会
員
先
行
で
購
入

し
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
、
購

入
し
た
チ
ケ
ッ
ト
の
公
演
関
連

グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

◦�

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
に
利
用
で
き

る
金
券
を
進
呈
し
ま
す

※
特
典
の
対
象
は
、
同
館
の
自
主

　
事
業
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
５

　

�

月
13
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
「
ゴ

ス
ペ
ラ
ー
ズ
坂
ツ
ア
ー
２
０
１

７
」
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み　
１
月
21
日
㈯
か
ら
、

同
館
事
務
所
窓
口
へ

会
費　
年
額
１
０
０
０
円

有
効
期
限　
平
成
30
年
３
月
31
日

㈯小
俣
公
民
館
講
座

飾
り
巻
き
寿
司
教
室

社
会
教
育
課

（
☎
22
―
７
８
８
６ 

 

23
―
８
６
４
１
）

と
き　
２
月
７
日
㈫
、
９
時
30
分

～
12
時

と
こ
ろ　
小
俣
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
・
実
習
室

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤・

通
学
し
て
い
る
15
歳
以
上
の
人（
中

学
生
を
除
く
）

講
師　
北
村
典
子
さ
ん
（
伊
勢
市

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登
録
講
師
）

定
員　
16
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　
材
料
費
５
０
０
円
、
お

米
２
合
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

布
巾
３
枚
、
持
ち
帰
り
用
容
器
、

筆
記
用
具

受
講
料　
無
料
（
別
途
材
料
費
が

必
要
）

申
し
込
み　
１
月
23
日
㈪
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
必
要
事
項
（
左
図
参
照
）
を

記
入
し
、
同
課
へ

※�

１
枚
の
往
復
は
が
き
で
１
人
１

回
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

※�

平
成
28
年
11
月
に
開
催
し
た
二

見
・
御
薗
公
民
館
講
座
「
飾
り

巻
き
寿
司
教
室
」
を
受
講
し
た

人
は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

※�

受
講
の
可
否
は
、
応
募
者
全
員

に
返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◦�

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る

◦�

月
６
回
程
度
以
上
の
活
動
（
１

回
当
た
り
約
１
時
間
30
分
）
の

ほ
か
、
隔
月
１
回
の
定
例
会
議

や
研
修
（
８
月
１
日
㈫
～
４
日

㈮
〔
３
泊
４
日
〕
と
９
月
15
日

㈮
に
大
阪
市
で
開
催
予
定
）
に

参
加
で
き
る

◦�

日
中
を
通
じ
、
主
に
事
業
所
の

希
望
す
る
時
間
帯
に
合
わ
せ
て

活
動
で
き
る

◦�

自
分
で
移
動
手
段
を
確
保
で
き

る
◦�

任
期
２
年
間
（
平
成
29
～
30
年

度
）
を
通
し
て
活
動
で
き
る

募
集
人
数　
１
人

申
し
込
み　
１
月
16
日
㈪
～
２
月

６
日
㈪
に
、
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
と
作
文
（
４
０
０
字
程
度
）
を

記
入
し
、
本
人
が
直
接
同
課
へ

往復はがきの書き方
往信用 表

〒 519 － 0592

小俣町元町 540
社会教育課 行

何も記入しないで
ください。

返信用 裏

往信

返信用 表

〒○○○－○○○○

住 所
　氏 名　様

①講座名
②住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤性別
⑥�連絡のつきやすい

電話番号
⑦�勤務先または学校名

（市外在住者のみ）

往信用 裏

返信

24広報いせ 平成29年１月15日号

募 
集

情
報
コ
ー
ナ
ー

募集試験・講座

催し物お知らせ

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

講 

座



情報コーナー
無
料
セ
ミ
ナ
ー

高
年
齢
者
の
働
き
方
と

人
事
処
遇

商
工
労
政
課

（
☎
21
―
５
６
３
３ 

 
22
―
９
６
９
９
）

と
き　
１
月
20
日
㈮
、
14
時
～
16

時と
こ
ろ　
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
朝

熊
町
４
３
８
３
ー
４
６
９
）

内
容　
雇
用
保
険
の
適
用
拡
大
と

今
後
の
動
向
、
継
続
雇
用
の
賃
金

と
人
事
処
遇
、
高
年
齢
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
環
境

整
備
、
高
年
齢
者
の
即
戦
力
化
に

つ
な
が
る
活
用
事
例
に
つ
い
て
の

解
説

講
師　
森
田
新
市
さ
ん
（
社
会
保

険
労
務
士
）

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
・
フ
ァ
ク
ス・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（

syoko@
city.ise.m

ie.jp

）
へ

お
ば
た
創
業
セ
ミ
ナ
ー

小
俣
町
商
工
会

（
☎
22
―
３
６
１
９ 

 

22
―
３
７
６
３
）

　
小
俣
町
で
創
業
（
起
業
）
し
た

い
と
考
え
て
い
る
人
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
１
月
28
日
㈯
・
２
月
５
日

㈰
・
12
日
㈰
、
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
小
俣
町
商
工
会
・
会
議

伊
勢
市
社
会
福
祉
大
会

福
祉
総
務
課

（
☎
21
―
５
５
５
７ 

 

21
―
５
５
５
５
）

と
き　
２
月
３
日
㈮
、
①
13
時
30

分
～
14
時
20
分
・
②
14
時
30
分
～

16
時

と
こ
ろ　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の・

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　
①
社
会
福
祉
の
向
上
に
努

め
ら
れ
た
個
人
・
団
体
の
表
彰
、

②
福
祉
講
演
会
「
シ
ェ
ア
金
沢
～

ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
街
づ
く
り
で
地
域

活
性
」（
仮
題
）
雄お

お

谷や

良り
ょ
う

成せ
い

さ
ん

（
社
会
福
祉
法
人
佛ぶ

っ

子し

園
理
事
長
）

定
員　
３
０
０
人
（
先
着
順
）

※�

申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
会

場
が
満
員
に
な
っ
た
と
き
は
入

場
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
算
額　
45
万
円

　
　
　
（
う
ち
市
負
担
分
25
万
円
）

糖
尿
病
教
室

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
室

（
☎
23
―
５
１
１
１ 

 

27
―
２
３
１
５
）

と
き　
１
月
19
日
㈭
、
13
時
～
14

時と
こ
ろ　
伊
勢
総
合
病
院
・
２
階

講
堂

内
容　
同
病
院
看
護
師
に
よ
る
講

座
「
冬
を
の
り
き
る
正
し
い
ケ
ア

～
あ
な
た
の
足
ケ
ア
、
大
丈
夫
？

～
」初

心
者
向
け
中
国
語
教
室

市
民
交
流
課
内
・

伊
勢
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
☎
21
―
５
５
４
９ 

 

21
―
５
６
４
２
）

と
き　
２
月
７
日
～
３
月
14
日
の

毎
週
火
曜
日
（
全
６
回
）
、
19
時

30
分
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の・

２
階
保
健
会
議
室

講
師　
李り

星せ
い

華か

さ
ん

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
２
０
０
０
円
（
同
協
会

会
員
は
１
５
０
０
円
）

申
し
込
み　
１
月
16
日
㈪
か
ら
、

電
話
で
同
課
へ

親
子
で
遊
ぼ
う
！

れ
い
ん
ぼ
う
フ
ェ
ス
タ

市
民
交
流
課
内
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
男
女
共
同
参
画
れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢

（
☎
21
―
５
５
１
３ 

 

21
―
５
６
４
２
）

　
親
子
が
笑
顔
に
な
れ
る
触
れ
合

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
寒

い
冬
に
親
子
で
心
が
ホ
ッ
と
温
ま

る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。

と
き　
２
月
５
日
㈰
、
13
時
～
15

時
30
分

と
こ
ろ　
ミ
タ
ス
伊
勢
・
催
事
場

（
船
江
１
丁
目
４
７
１
ー
１
）

対
象　
市
内
在
住
の
親
子

内
容　
市
立
図
書
館
と
の
協
働
に

よ
る
絵
本
や
紙
芝
居
を
使
っ
た
お

は
な
し
会
、
親
子
工
作
教
室
、
懐

か
し
い
遊
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※�

工
作
教
室
は
定
員
あ
り
（
材
料

　
費
が
必
要
）。申
し
込
み
は
不
要
。

世
界
の
料
理
パ
ー
テ
ィ
ー

オ
ー
ル・イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

（
カ
ナ
ダ
の
お
菓
子
編
）

市
民
交
流
課
内
・

伊
勢
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
☎
21
―
５
５
４
９ 

 

21
―
５
６
４
２
）

と
き　
２
月
５
日
㈰
、
14
時
～
16

時と
こ
ろ　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー・

調
理
室

対
象　
中
学
生
以
上

講
師　
ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
（
市
内
在

住
・
カ
ナ
ダ
出
身
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
８
０
０
円
（
同
協
会
会

員
は
５
０
０
円
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
布
巾
、
筆
記
用
具

申
し
込
み　
１
月
16
日
㈪
か
ら
、

電
話
で
同
課
へ

※�

今
回
は
、
講
師
の
解
説
な
ど
全

て
英
語
で
行
い
ま
す
。

室
（
小
俣
町
本
町
３
）

対
象　
新
た
に
創
業
を
考
え
て
い

る
人
、
創
業
し
て
間
も
な
い
人
、

第
２
創
業
を
考
え
て
い
る
人

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
１
月
10
日
㈫
～
25
日

㈬
に
電
話
で
同
会
へ

高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
の
た
め
の

技
能
講
習

草
刈
り
講
習

公
益
社
団
法
人

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
37
―
７
１
７
０ 

 

37
―
７
１
７
２
）

と
き　
１
月
26
日
㈭
、
13
時
30
分

～
15
時
30
分
（
雨
天
の
場
合
は
27

日
㈮
に
順
延
）

と
こ
ろ　
宮
川
親
水
公
園

対
象　
60
歳
以
上
の
求
職
者
で
、

同
セ
ン
タ
ー
入
会
後
に
草
刈
り
の

就
業
を
希
望
す
る
人

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
草
刈
り
機
な
ど

申
し
込
み　
１
月
16
日
㈪
～
23
日

㈪
に
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

25 広報いせ 平成29年１月15日号

催 

し 

物



観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

ゴ
ス
ペ
ラ
ー
ズ
坂
ツ
ア
ー
２
０
１
７

“S ソ
ウ
ル

oul R
ル
 
ネ
 
ッ
 
サ
 
ン
 
ス

enaissance

”

観
光
文
化
会
館

（
☎
28
―
５
１
０
５ 

 
28
―
５
１
０
６
）

　
多
数
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
送
り
出
し

て
い
る
ゴ
ス
ペ
ラ
ー
ズ
の
全
国
ツ

ア
ー
伊
勢
公
演
が
決
定
し
ま
し
た
。

と
き　
５
月
13
日
㈯
、17
時
30
分
～

と
こ
ろ　
観
光
文
化
会
館
・
大
ホ

ー
ル

出
演
者　
ゴ
ス
ペ
ラ
ー
ズ
（
ボ
ー

カ
ル
グ
ル
ー
プ
）

入
場
料　
６
５
０
０
円
（
全
席
指

定
）

※�

就
学
児
童
は
入
場
券
が
必
要
で

す
。
未
就
学
児
は
保
護
者
１
人

に
つ
き
１
人
の
み
膝
上
鑑
賞
が

で
き
ま
す
。
座
席
が
必
要
な
場

合
は
入
場
券
が
必
要
で
す
。

※�

入
場
券
は
、
２
月
25
日
㈯
・
９

に
返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

平
成
28
年
度

宮
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
講
演
会

宮
川
流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議
会

（
☎
27
―
５
４
１
１ 

 

27
―
５
４
１
８
）

と
き　
１
月
28
日
㈯
、14
時
～
16
時

と
こ
ろ　
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
お
お

だ
い
・
会
議
室
（
大
台
町
栃
原
１

６
９
１
ー
１
）

内
容　
講
演
「
源
流
の
森
林
の
役

割
と
多
面
的
機
能
」
沼
本
晋
也
さ

ん
（
三
重
大
学
生
物
資
源
学
研
究

科
准
教
授
）

活
動
者
懇
談
会
を
同
時
開
催

開
催
時
間　
10
時
30
分
～
13
時
45

分対
象　
環
境
保
全
・
地
域
振
興
活

動
な
ど
や
宮
川
流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
事
業
に
興
味
の
あ
る
人

申
し
込
み　
１
月
18
日
㈬
ま
で
に

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル（

nm
iyare@

pref.m
ie.jp

）
で

同
協
議
会
へ

働
き
た
い
女
性
と

企
業
を
つ
な
ぐ

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

（
合
同
企
業
説
明
会
）

三
重
県
雇
用
対
策
課

　
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
女
性

と
、
女
性
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

る
企
業
が
、
お
互
い
に
納
得
が
で

き
る
就
職
・
採
用
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　
２
月
14
日
㈫
、
10
時
～
12

時
（
受
け
付
け
は
９
時
30
分
～
。

入
退
室
は
自
由
）

と
こ
ろ　
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ・

１
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

内
容　
採
用
担
当
者
と
仕
事
内
容

な
ど
の
条
件
に
つ
い
て
話
を
し
、

そ
の
場
で
面
接
試
験
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
再
就
職
の
た
め

の
プ
チ
セ
ミ
ナ
ー
、
就
労
相
談
、

適
職
診
断
、
履
歴
書
用
の
写
真
撮

影
（
無
料
）
も
行
い
ま
す

申
し
込
み　
２
月
13
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
株
式
会
社
Ｏオ

ーー

ＧゴＯ
Ｅエ

女
性
就
労
支
援
事
務
局

（
☎
０
５
９
ー
３
２
９
ー
６
６
６

４
〔
受
付
日
時
：
月
～
金
曜
日
・

９
時
30
分
～
12
時
、13
時
～
18
時
〕、

support@
m
iejo.net

）
へ

※�

託
児
が
で
き
ま
す
。（
７
日
前

ま
で
に
予
約
が
必
要
）

新
春
税
務
講
演
会

伊
勢
商
工
会
議
所
内
・

伊
勢
税
務
連
絡
協
議
会

（
☎
25
―
５
１
５
１ 

 

28
―
４
１
８
１
）

　
県
下
の
税
務
連
絡
協
議
会
の
主

催
で
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　
２
月
８
日
㈬
、15
時
～
17
時

と
こ
ろ　
神
宮
会
館・大
講
堂（
宇

治
中
之
切
町
１
５
２
）

内
容　
講
演
「
我
が
国
の
財
政
と

税
務
行
政
の
展
望
」
垣
水
純
一
さ

ん
（
名
古
屋
国
税
局
長
）
、
税
に

関
す
る
作
文
の
受
賞
者
と
作
文
の

紹
介

時
か
ら
同
館
事
務
所
窓
口
、
10

時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー

ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
イ
ー
プ
ラ
ス

な
ど
で
販
売
し
ま
す
。

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
を
弾
こ
う
！

み
ん
な
が
ピ
ア
ニ
ス
ト

観
光
文
化
会
館

（
☎
28
―
５
１
０
５ 

 

28
―
５
１
０
６
）

　
同
館
で
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ・

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
３
月
20
日
㈷
、
13
時
～
17

時
（
14
時
30
分
～
「
高
橋
真ま

珠た
ま

バ

イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
公
演
）

と
こ
ろ　
観
光
文
化
会
館
・
大
ホ

ー
ル

対
象　
小
学
６
年
生
以
下

演
奏
時
間　
１
曲
５
分
以
内
（
連

弾
可
）

定
員　
40
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
無
料

※�

演
奏
の
鑑
賞
は
入
場
料
５
０
０

　
円
（
コ
ン
サ
ー
ト
を
含
む
）
が

　
必
要
。
中
学
生
以
下
は
無
料
。

申
し
込
み　
２
月
10
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事

項
（
下
図
参
照
）
を
記
入
し
、
同

館
へ

※�

１
枚
の
往
復
は
が
き
で
１
人

　

�（
組
）
１
回
の
申
し
込
み
と
な

　
り
ま
す
。

※�

参
加
の
可
否
は
、
応
募
者
全
員

（
☎
０
５
９
―
２
２
４
―
２
４
６
５

 

０
５
９
―
２
２
４
―
２
４
５
５
）

往復はがきの書き方
往信用 表

〒 516 － 0037

岩渕１丁目 13ー 15
伊勢市観光文化会館

「スタインウェイを弾こう！
みんながピアニスト」係

何も記入しないで
ください。

返信用 裏

往信

返信用 表

〒○○○－○○○○

申込者の
住　所
氏　名 様

「スタインウェイを弾こう！
みんながピアニスト」参加申込
※�連弾の場合は、２人分の

氏名（ふりがな）、学年を
記入してください。

①氏名（ふりがな）
②学年（年齢）
③住所
④電話番号
⑤保護者氏名
⑥�曲名（演奏時間）
　作曲者名
　※５分以内のもの１曲。

往信用 裏

返信

ゴスペラーズ
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情報コーナー
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

と
き　
１
月
21
日
㈯
、10
時
～
16
時

と
こ
ろ　
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル（
吹

上
１
丁
目
11
ー
31
）

内
容　
賃
金
不
払
い
・
不
当
解
雇

な
ど
の
労
働
問
題
、
年
金
、
ロ
ー

ン
、
保
険
の
見
直
し
、
住
宅
の
新

築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
暮
ら
し

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
の

無
料
相
談

相
談
員　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
専
門
相
談
員

申
し
込
み　
１
月
19
日
㈭
・
16
時

ま
で
に
、
氏
名
・
連
絡
先
・
相
談

内
容
を
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

※�

先
着
順
に
受
け
付
け
、
相
談
者

　

�

が
多
数
に
な
っ
た
場
合
は
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

公
有
財
産
を
売
却

管
財
契
約
課

（
☎
21
―
５
５
２
６ 

 

21
―
５
７
０
０
）

　
市
が
所
有
す
る
公
有
財
産
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

「
ヤ
フ
オ
ク
！
」
の
一
般
競
争
入

札
で
売
却
し
ま
す
。

売
却
物
件　
車
両

入
札
参
加
条
件　
一
定
の
資
格
を

満
た
す
個
人
・
法
人
（
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　
Ｉ
Ｄ
を
取
得

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

入
札
参
加
申
込
期
間　
１
月
16
日

㈪
・
13
時
～
２
月
３
日
㈮
・
14
時

入
札
期
間　
２
月
17
日
㈮
・
13
時

～
24
日
㈮
・
13
時

※�
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
促
進

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
後

発
医
薬
品
の
こ
と
で
、
安
全
性
や

効
き
目
は
先
発
医
薬
品
と
同
等
で

あ
る
と
国
が
認
め
て
い
ま
す
。
先

発
医
薬
品
と
比
べ
て
低
価
格
の
た

め
、
薬
代
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
全
て
の
医
薬
品
に
対
し
て
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
で
は
、
国

の
方
針
に
沿
っ
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
医
師
・
薬
剤
師
に
十
分
相
談
の

上
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

薬
代
が
軽
減
さ
れ
そ
う
な
人
に

お
知
ら
せ
を
送
付

　
伊
勢
市
国
民
健
康
保
険
と
三
重

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
薬
代
が
一

定
額
以
上
軽
減
さ
れ
る
と
見
込
ま

れ
る
被
保
険
者
に
、「
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら

せ
」
を
２
月
に
送
付
し
ま
す
。

対
象　
生
活
習
慣
病
な
ど
の
医
薬

品
を
長
期
間
処
方
さ
れ
て
い
る
人

で
、
薬
代
が
一
定
額
以
上
軽
減
さ

れ
る
見
込
み
の
人

宮
川
医
療
少
年
院

募
集
参
観

宮
川
医
療
少
年
院

（
☎
22
―
４
８
４
４ 

 

21
―
０
０
４
８
）

と
き　
２
月
18
日
㈯
、
13
時
30
分

～
15
時

と
こ
ろ　
宮
川
医
療
少
年
院
（
小

俣
町
宮
前
25
）

対
象　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

人内
容　
矯
正
教
育
実
施
状
況
説
明
、

施
設
見
学
会
、少
年
に
よ
る
陶
芸・

木
工
作
品
の
販
売
（
１
個
１
０
０

～
５
０
０
円
程
度
）

定
員　
35
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
２
月
１
日
㈬
～
15
日

㈬
に
電
話
で
同
院
へ
（
１
組
２
人

ま
で
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
…

医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係

（
☎
21
―
５
６
４
６ 

 

20
―
８
５
５
５
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
…

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
５
９
―
２
２
１
―
６
８
８
４

 

０
５
９
―
２
２
１
―
６
８
８
１
）、

医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係

（
☎
21
―
５
５
５
２ 

 

20
―
８
５
５
５
）

一
般
社
団
法
人 

伊
勢
志
摩
労
働
者
福
祉

協
議
会
内
・
暮
ら
し
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

伊
勢
志
摩

（
☎
24
―
８
１
１
７ 

 

24
―
５
４
２
５
）
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伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。
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問い合わせ先 健康課（　 27ー2435 　  21ー0683）
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URL

伊勢市
携帯サイト

FAX

視覚障がいのある人で、「声の広報いせ」「点字広報いせ」を希望する人は、
高齢・障がい福祉課（☎21-5558　　20-8555）へ連絡してください。
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2021

職員課（☎２１-５５０５　 ２１-５５２２）

４月から市の組織が
　　　一部変わります
　市では、行政効率を高め、市民の皆さんが利用しやすい組織とするため、
４月１日から、次のとおり組織の一部を変更します。

変更前 変更後

健康福祉部

産業観光部

教育委員会

こども課

観光振興課

教育総務課

こども課

観光振興課

教育総務課

こども発達
支援室

国体推進課

学校統合
推進室

●保育所、子育て支援センター、児童館
に関すること

●児童手当、児童扶養手当の支給に関す
ること

●家庭児童相談、ひとり親家庭の自立支援、
児童虐待の防止、女性保護に関すること

●観光振興の企画、調整に関すること
●伝統文化を活用したイベント、観光イ
ベント、スポーツ観光に関すること

●教育行政に係る政策、企画に関すること
●教育財産の維持管理、整備計画に関す
ること

●児童の発達支援に関すること

●全国高校総体、三重とこわか
国体に関すること

三重とこわか国体マスコットキャラクター 「とこまる」

●小中学校適正規模化・
適正配置に関すること

こども課と
こども発達支援室
に分離します

観光振興課と
国体推進課に
分離します

教育総務課と
学校統合推進室
に分離します


